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スピーカーを接続する 
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この接続•設定ガイドでは、スーパーオーディオ CD / CD プレーヤー、 DVD プレーヤー、テ 
レビ、スピーカー、サブウーファーを接続して、マルチチヤンネル音声を楽しむとをのつな 
ざかたの例を説明していまず。その他の機器のつなぎかたについて詳しくは、取扱説明書を 
ご覧ください。 


お手持ちのスピーカーの数と種類に合わせて、必要なスピーカーを接続してください。 

スピーカーコードについて 

• スピーカーコードは部屋の広さに合わせて必要な長さのちのをご用意ください。 

• スピーカーコードはコードに文字、線などびあるちを一（マイナス)側に接続するなどと 
ミ夫めておくと、+と一を間違わずに接続でさます。 

スピーカー端子について 

• スピーカーの面端テはアンプの©端テに、©端テは©端テに接続してください。 

• スピーカーコードの接続のしかたは、下のイラストや別紙のスピーカー接続のごミ主意を 
ご覧ください。 


スピーカーを設置ずる 


スピーカー、他機と接続ずる 


接続の最後に電源コードをつなぐ 


譜宣瓣賴 ! r て 


他機の設定をする 


スピーカーを設置ずる 
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下の図は 7.1 チヤンネルスピーカーシステム（スピーカー7本とアクティブサブウー 
ファー1本)の例です。 5.1/9.1 チヤンネルスピーカーシステムの設置については、取 


扱説明書の r 準備1:スピーカーを設置する」をご覧ください。 — 

に 

7.1 チヤンネルスピーカーシステムの設置例 

回〜回はちの欄の r スピーカーを接続する」の回〜回と対応しています。 
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センタースピーカー 


スピーカーコード(別売り） 
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他機と接続する 


本機とお手持ちの機器のつなぎ方の例です。他の接続のしかたについては、取扱説明 
書の r 接続と準備」の r 準備3」をご覧ください。 


7.1 チャンネルシステムでは、サラウンドスピーカー端テは A 端テを使います。詳しく 
は、取扱説明書の r 準備5:使用するフ□ントスピーカーとサラウンドスピーカーを選ぶ 
( SPEAKERS スイッチ)」をご覧ください。 
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スピーカーコード(別売り） 
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接続の最後に電源コードをつなぐ 


ずべての接続び終わってか5、電源コードを接続してください。 


付属の電源コードを本機後面の AC IN 
(100 V )端テに接続し、電源コードの 
プラグを壁のコンセントに接続します。 


本機後面に電源コードを奥まで差し込 
んでも、プラグと本機後面の間に数 S 
U の隙間びでをますび、これで正しく 
接続されています。 




付属の電源コードには、上の図のよ5に N 極側に A マークびありまず。これはよりよい音質にするために、 
壁のコンセントの差し込み□との極性を合わせるためでず。壁のコンセントの差し込み□に長短びある 
場合は、長い巧び N 極側でず。長短びない場合は、極性びわかる市販の検電ドライバーで調べます。 



アクティブサブウーフ • 


ジドパックスピーカー ( L / R ) 
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音青コード(別売り) 



























































































































































































































































































































































自動音場補正機能を巧ってスピーカーを設定する 


本機の r 自動音場補正機能」を使って、約30秒間で U スニング環境に適したスピーカー設定を自動的に行います。 
付属のマイクでスピーカーか!5出る測定音を集音して、設定内容を測定します。 



測定の準備をする 


測定用マイク 



ん 


• 測定中は大さな測定音び出ます。音量は調整でさません。お子様や隣近所への配慮をお願いします。 
• 測定音けかの音び入5ないよラに、静かな環境で測定してください。 

• スピーカーとマイクの間に障害物びあると正しく測定でさません。測定開始前に機器の測定エ IJ ア 
(機器の設置エ IJ ア)の外側に出てください。 

• AUTO CALIBRATION M に端テは付属の測定用マイク専用です。他のマイクはつなびないでくだ 
さい。本機やマイクの巧障の原因になります。 


1 スピーカーを 設置•接続す る。 

詳しくは、おちて面をご覧ください。 

2 測定用のマイク(付属)を本機前面の AUTO CALIBRATION MIC 端子につなぐ。 
ク マイクを設置する。 

マイクは実際に視聴する位置に設置します。耳と同じ高さになるよラに、台や=脚 
を使って固定してください。マイクの L をフ□ントスピーカー L に、マイクの円を 
フ□ントスピーカー R に合わせてください。 

アクティブサブウーファーの設定について 

•サブウーファーをつないでいる場合は、電源を入れて、音量を上げておいてください。 

音量はボ U ュームつまみを半分または半分よりややルさめの位置にしてください。 

• ク□スオーバー周波数の設定機能びある場合は、最大に設定してください。 

• オートオフ設定機能びある場合は、オフ(無効）にしてください。 




測定ずる 
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測定項目： スピーカーの有無、スピーカーの極性、スピーカーの距離、 

スピーカーの角度、スピーカーのサイズ、スピーカーのレベル、 周波数特性 


本機とテレビの電源を入れる。 

ON SCREEN を巧し、本機のメニューをテレビに表示させる。 

このとさテレビの入力を本機のメニュー画面に切り換えてください。 


MAIN MENU をくり返し押して " AUTO 
CAUBRATION " を選び、 ENTER を押す。 


A A または V を巧して " AUTO CAL START " 
を選ぶ。 


ENTER を巧す。 

ミ夫定すると5秒後に測定を開始しまず。5秒か 
51秒までカウントダウンび表示されます。 

この間に測定エリア(機器の設置エリア)の州 i 
に出て < ださい。 


測定び始まる。 

測定時間は約30秒です。測定び終了するまで 
お待ちください。 
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MEASUREMENT COUNTDOWN 


測定を中止するには 

ボ u ューム操作、ファンクション切り換え、本体の 
スピーカースイッチの切り換えで中止されます。 


測定中に有効な操作は電源の ON/OFF と ON SCREEN の ON / 
OFF 操作のみです。そのほかの操作は無効です。 


AUTO CALIBRATION 
CANCEL 


お使いになるサブウーファーの特性によっては、距離の設定値び実際の配置よりち遠くなることび 
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あ D ます。 


他機の設定をする 



測定結果を巧認パ呆巧する 


本機につないだ機器を再生するときは、スピーカーから正しく音を出すために各機器 
側の設定ち必要です。 LU 下は ソニー 製機器の場合の設定ち法です。各機器の設定方法 
について、詳しくは各機器の取扱説明書をご覧ください。 


ソニー製 スー パーオーデイオ CD プレーヤー 


1 測定結果をお認する。 

測定び終わると終了音び鳴り、測定おまび表示されます。 


測定結果 

表示 

説明 

正常に測定び終了したとを 

COMPLETE 

手順 2 へ進んでください。 

正常に測定でさなかつたとさ 

ERROR 

取扱説明書の r 準備 6: 自動でスピーカーを設定す 
る（自動音場捕正機能)」をご覧ください。 


2 設定を保存する。 

<または > を巧して" SAVE EXIT" を還び、 
ENTER を巧す。 
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測定結果について詳しくは、取扱説明書の r 準備6:自動でスピーカーを設定する（自動 
音場補正機能)」をご覧 < ださい。 


エラーが出たとさは 


必要に応じて適当な再生モード(マルチチヤンネルか2チヤンネル）を選んでください。 
2チヤンネルを選んでいると、フ□ントスピーカ ーL/R からしか音び出ないことびあ 
ります。 


ソニー製 DVD プレーヤー 


1 設定画面で r 才ーデイオ設定」を選ぶ。 

2 けーデイオ DRC 」 を r ワイドレンジ」に設定ずる。 

3 芭声デジタル出力」を r 入」に設定ずる。 

4 「ドルビーデジタル」を r ドルビーデジタル」に設定する。 

5 「 DTS 」 を r 入」(機種によっては 「 DTS 」） に設定する。 


ごミ主意 


マルチチャンネル音青を聞くには、必要に応じてち生ずるディスクの音声フオーマツトを設定してく 
ださし、。 


エラー原因の対策をして、再測定する。 

• CODE 30と31 

ENTER を巧す。 

または本体の enter を巧します。 
r 測定する」の手順1から再測定します。 

• CODE 32〜34 

ENTER を巧し、< または > を巧して" YES" を選 
び、 ENTER を巧します。 
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PLEASE PRESS ENTER 


または本体の enter を巧し、 +/- つまみを回して "YES" を選び、 ENTER を巧します。 
r 測定する」の手順2か S 再測定します。 


設定が終わった5 

これで本機をお使いいただく準備びでをました。 

さらに詳しい操作につし)ては取扱説明書をお読みください。 


エラーの 種類 

原因と対策 

CODE 30 

へッドホンジャックび挿入されています。 

へッドホンをはずして再測定してください。 

CODE 31 

スピーカースイッチび OFF になっています。 

スピーカースイッチを音の出る状態にして、再測定してください。 

CODE 3 之 

どのチャンネルか 5 も音び検出されませんでした。 

測定用のマイクび正しく接続されていることを確認し、再測定してください。 
接続されている場合は測定用マイクび断線していることび考え 5 れます。 

CODE 33 

フ□ントスピーカーび接続されていない、またはサラウンドスピーカーび 1 本し 
か接続されていません。 

CODE 34 

スピーカーび正しい位置に設置されていません。 

左ちび逆になっているなどび考えられまず。 

取扱説明書の r 準備 1: スピーカーを設置する」を参考にしてスピーカーの位置を 
確認してくださし、。 









































































